
運動・スポーツを通じた「健康インフラ」の構築による「健康・活躍社会」の実現パッケージ

スポーツ実施率の向上やスポーツの裾野拡大に取り組むことによ

り、「健康インフラ」を構築し、人材の定着、現役期

間の延伸、生産性の維持・向上など、国民一人一人が健康で活躍す

ることができる社会（＝「健康・活躍社会」）を実現

定期的な運動実施により、生産性向上、医療費削減なども含め約12兆円の経済効果

１. 現役世代の運動実施率向上 ３. ハイパフォーマンスの知見をライフパフォーマンスへ

４. スポーツを楽しむ機運の醸成２. 身近な運動・スポーツの場の確保

企業内での運動・スポーツの取組を

促進するため、企業に対する新たな
支援の仕組みを構築

いつでも運動できるように、地域住民と学

校が共用できる屋内プールを全国に整備

学校の体育館を地域に開放し「コミュニティ・

ジム」として整備（管理も含め外部委託化し、一般利用向け

の運動プログラムを充実）

スポーツDXによるトップアスリート支

援を通じて得られた知見を社会に還元
する「スポーツDXデータバンク構想」

「スポーツ × エンタメ」推進のための

プラットフォーム構築
（人材育成、資金調達の在り方 等）
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